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■
Ｍ
Ｒ
Ｘ
Ｘ
工
法

　

㈱
ト
ー
ヨ
ー
ア
サ
ノ
と
ヨ
ー

コ
ン
㈱
は
共
同
開
発
に
よ
り
、

ま
っ
た
く
新
し
い
高
支
持
力
杭

工
法
Ｍ
Ｒ
Ｘ
Ｘ
（
エ
ム
ア
ー
ル

ダ
ブ
ル
エ
ッ
ク
ス

：M
ilk
 o
f 

r
e
v
o
lu
tio
n
 
X
X
fi
le
s

）

工
法
を
開
発
し
ま
し
た
。

　

Ｍ
Ｒ
Ｘ
Ｘ
工
法
は
、
油
圧
装

置
を
用
い
て
拡
大
根
固
め
球
根

を
築
造
し
、
杭
先
端
に
特
殊
金

具
を
取
り
付
け
た
Ｓ
Ｔ
杭
を
使

用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
高
い

支
持
力
を
得
る
工
法
で
す
。

　

本
工
法
は
、
平
成
15
年
５
月

16
日
付
け
で
譛
日
本
建
築
セ
ン

タ
ー
に
お
け
る
性
能
評
価
（
Ｂ

Ｃ
Ｊ
│

Ｆ
Ｄ
０
０
６
９
│

０
１
、

Ｂ
Ｃ
Ｊ
│

Ｆ
Ｄ
０
０
７
０
│

０

１
、
Ｂ
Ｃ
Ｊ
│

Ｆ
Ｄ
０
０
７
１

│

０
１
、
Ｂ
Ｃ
Ｊ
│

Ｆ
Ｄ
０
０

７
２
│

０
１
）
を
取
得
し
、
平

成
15
年
７
月
３
日
付
け
、
７
月

15
日
付
け
で
国
土
交
通
省
大
臣

認
定
（
Ｔ
Ａ
Ｃ
Ｐ
│

０
０
６
７
、

Ｔ
Ａ
Ｃ
Ｐ
│

０
０
６
８
、
Ｔ
Ａ

Ｃ
Ｐ
│

０
０
７
０
、
Ｔ
Ａ
Ｃ
Ｐ
│

０
０
７
１
）
を
取
得
し
ま
し
た
。

■
特　

長

盧
支
持
力
が
大
き
く
と
れ
ま
す

　

先
端
に
特
殊
金
具
を
取
り
付

け
た
Ｓ
Ｔ
杭
を
高
強
度
な
拡
大

根
固
め
球
根
に
定
着
さ
せ
る
こ

と
に
よ
っ
て
先
端
支
持
力
を
大

き
く
と
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

盪
様
々
な
地
盤
に
対
応
可
能

　

土
質
に
応
じ
て
掘
削
拡
大
ビ

ッ
ト
お
よ
び
掘
削
攪
拌
シ
ャ
フ

ト
を
変
え
る
こ
と
に
よ
り
、
多

く
の
地
盤
で
施
工
可
能
で
す
。

蘯
周
辺
環
境
へ
の
影
響
が
少
な
い

　

低
振
動
、
低
騒
音
工
法
で
あ

り
、
周
辺
へ
の
影
響
が
少
な
く

て
す
み
ま
す
。

盻
水
平
抵
抗
力
が
大
き
く
と
れ

ま
す

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
方
に
は
、
お
健
や
か
に

新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
よ

り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

お
蔭
様
で
弊
社
も
無
事
に
新

年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
、
こ

れ
も
偏
に
皆
様
方
の
ご
支
援
の

賜
物
と
衷
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
も
引
き
続
き
政

府
は
構
造
改
革
の
推
進
に
取
り

組
ん
で
い
く
と
こ
ろ
で
す
が
、

昨
年
末
の
平
成
16
年
度
国
家
予

算
の
政
府
案
で
は
、
公
共
事
業

関
係
費
は
3.5
％
減
と
３
年
連
続

の
縮
減
で
、
建
設
市
場
は
ま
す

ま
す
縮
小
し
、
需
給
バ
ラ
ン
ス

は
供
給
過
多
の
状
態
が
今
後
も

続
く
と
考
え
ら
れ
、
大
小
問
わ

ず
企
業
間
の
競
争
は
一
段
と
厳

し
く
な
り
、
昨
年
に
も
増
し
て

企
業
の
選
別
・
淘
汰
が
さ
ら
に

加
速
さ
れ
て
い
く
と
思
わ
れ
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
は

工
事
の
受
注
競
争
は
さ
ら
に
激

し
さ
を
増
す
こ
と
は
必
至
で
、

お
客
様
に
は
受
注
競
争
に
打
ち

勝
つ
た
め
、
種
々
知
恵
を
巡
ら

せ
て
お
ら
れ
る
こ
と
と
存
じ
ま

す
。私
ど
も
メ
ー
カ
と
し
て
は
、

お
客
様
が
必
要
と
す
る
機
械
を

素
早
く
察
知
し
提
供
す
べ
く
努

め
て
お
り
ま
す
が
、
お
客
様
が

優
位
に
仕
事
を
展
開
す
る
た
め

に
は
、
工
事
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か

し
た
機
械
・
工
法
の
開
発
が
必

要
と
心
得
ま
す
。

　

お
客
様
と
メ
ー
カ
が
一
緒
に

進
め
て
こ
そ
、
施
工
に
合
っ
た

ハ
ー
ド
（
機
械
）
を
創
り
上
げ

る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

三
和
機
材
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長　

栗
田  

五
郎

サ
ン
ワ
マ
ト
ロ
ン
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長　

吉
田　

  

弘

施工管理装置

弊
社
は
一
品
一
品
ユ
ー
ザ
ニ
ー

ズ
に
沿
っ
た
機
械
を
つ
く
り
上

げ
る
こ
と
が
可
能
な
、
小
回
り

の
利
く
メ
ー
カ
と
自
負
し
て
お

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
厳
し
い

環
境
の
と
き
こ
そ
、
メ
ー
カ
の

活
用
を
考
え
て
い
た
だ
き
た
い

と
存
じ
ま
す
。

　

弊
社
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

お
客
様
の
ご
要
請
に
対
し
て
密

着
し
、
品
質
に
満
足
い
た
だ
け

る
製
品
と
有
益
な
情
報
を
よ
り

ス
ピ
ー
デ
ィ
に
き
め
細
や
か
に

提
供
で
き
ま
す
よ
う
、
な
お
一

層
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

今
後
と
も
皆
様
の
ご
指
導
ご

鞭
撻
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
本
年
が
皆
様
方
に

と
り
ま
し
て
幸
多
き
年
で
あ
り

ま
す
よ
う
祈
念
い
た
し
ま
し

て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

高
支
持
力
杭
工
法  

Ｍ
Ｒ
Ｘ
Ｘ
工
法 

株
式
会
社
ト
ー
ヨ
ー
ア
サ
ノ 

ヨ
ー
コ
ン
株
式
会
社 

新
工
法
紹
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■杭施工完成概要図■適用する地盤の種類
　◇基礎杭の先端地盤：砂質地盤および礫質地盤

　◇基礎杭の周囲の地盤：砂質地盤および粘土質地盤

■適用する建築物の規模
　床面積の合計が100万裃以下の建築物

■最大施工深さ
　◇先端地盤砂質地盤：杭施工地盤面-51ｍ（トーヨーアサノ）

 杭施工地盤面-51ｍ（ヨーコン）

　◇先端地盤礫質地盤：杭施工地盤面-53ｍ（トーヨーアサノ）

 杭施工地盤面-55ｍ（ヨーコン）

■基礎杭の種類と寸法

種　類 寸　法

D1（杭軸径） 300 350 400 450 500 600 700 800

D2（杭先端径） 350 400 450 500 500 550 600 700 800 900

D0（掘削径） 400 450 500 550 550 600 650 750 850 950

D3（杭拡頭径） 350 400 450 450 500 500 500 600 700 800 900

拡大根固め球根径 525 600 675 750 750 825 900 1050 1200 1350

■施工手順

■杭の形状

■杭先端特殊金具
　MRXX工法に使用する杭材の先端部には、拡大根固め球根と一

体化を図るため、特殊金具を配置します。

杭先端部の寸法 （単位：㎜）

呼び名 D1 D2 1.2D2 Lc

3035 300 350 420

100

3540 350 400 480

4045 400 450 540

4050 400 500 600

4550 450 500 600

4555 450 550 660

5060 500 600 720

6070 600 700 840

7080 700 800 960

8090 800 900 1080

特殊金具の配置図

■
は
じ
め
に

　

近
年
、
公
害
問
題
に
対
す
る

認
識
の
高
ま
り
と
と
も
に
、
騒

音
・
振
動
に
関
す
る
法
規
制
が

厳
格
化
さ
れ
た
た
め
、低
騒
音
・

低
振
動
で
施
工
で
き
る
埋
込
み

工
法
の
需
要
が
高
く
な
っ
て
い

ま
す
。

　

そ
れ
に
加
え
、
建
設
現
場
で

発
生
す
る
残
土
は
産
業
廃
棄
物

と
し
て
問
題
視
さ
れ
、
建
設
発

生
土
の
抑
制
は
社
会
的
要
請
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
背
景
に
よ
り
、

数
多
く
の
低
公
害
型
の
工
法
が

開
発
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
大
同

コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業
㈱
は
、
新

し
い
環
境
対
策
型
の
既
製
杭
工

法
Ｂ
Ｓ
Ｓ
工
法
（B

o
rin
g
 

S
h
u
t S
y
ste
m

）（
ｔ
ｙ
ｐ

ｅ
Ⅰ
）
を
開
発
し
、
平
成
15
年

７
月
に
国
土
交
通
省
大
臣
認
定

を
取
得
し
ま
し
た
。

■
工
法
の
概
要

　

Ｂ
Ｓ
Ｓ
工
法（
ｔ
ｙ
ｐ
ｅ
Ⅰ
）

は
、
杭
先
端
に
鋼
製
の
推
進
ビ

ッ
ト
（
写
真
│

１
）
を
は
め
合

わ
せ
、
推
進
ビ
ッ
ト
の
み
が
回

転
す
る
こ
と
に
よ
り
、
杭
を
地

盤
中
に
貫
入
さ
せ
る
こ
と
を
特

長
と
し
た
工
法
で
す
。

　

推
進
ビ
ッ
ト
の
ら
せ
ん
翼
は

回
転
貫
入
を
容
易
に
し
、
か
つ

大
き
な
先
端
面
積
を
得
る
役
割

を
果
た
し
て
い
ま
す
。
Ｂ
Ｓ
Ｓ

　

拡
頭
杭
を
使
用
す
る
（
Ｔ
Ｙ

Ｐ
Ｅ
Ⅱ
）
こ
と
に
よ
っ
て
水
平

抵
抗
力
を
大
き
く
と
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

眈
拡
大
掘
削
の
確
実
性

　

油
圧
機
構
に
よ
る
拡
大
ビ
ッ

ト
を
採
用
し
て
い
る
た
め
、
油

流
量
に
よ
る
確
実
な
拡
大
掘
削

管
理
を
可
能
に
し
ま
し
た
。

＊
掘
削
拡
大
ビ
ッ
ト
は
Ａ
型
・

Ｂ
型
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

眇
確
実
な
施
工
管
理
を
実
現

　

施
工
管
理
装
置
を
用
い
る
こ

と
に
よ
っ
て
確
実
な
拡
大
根
固

め
球
根
の
掘
削
管
理
を
実
現
し

ま
し
た
。

Ｂ
Ｓ
Ｓ
工
法（
ｔ
ｙ
ｐ
ｅ
Ⅰ
） 

大
同
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業
株
式
会
社 

新
工
法
紹
介 
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（３）

工
法
（
ｔ
ｙ
ｐ
ｅ
Ⅰ
）
の
施
工

は
、
プ
レ
ボ
ー
リ
ン
グ
工
程
と

埋
設
工
程
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

プ
レ
ボ
ー
リ
ン
グ
工
程
で
は
、

ま
ず
杭
径
Ｄ
の
掘
削
攪
拌
ロ
ッ

ド
に
て
地
盤
を
杭
の
埋
設
前
に

掘
削
攪
拌
し
ま
す
。
先
端
部
に

先
端
固
定
液
（
Ｗ
／
Ｃ
＝
70
％

の
セ
メ
ン
ト
ミ
ル
ク
）
を
注
入

し
、
掘
削
攪
拌
ロ
ッ
ド
を
引
き

上
げ
プ
レ
ボ
ー
リ
ン
グ
工
程
を

終
了
し
ま
す
。

　

埋
設
工
程
で
は
、
回
転
用
ロ

ッ
ド
を
杭
中
空
部
に
挿
入
し
た

杭
を
建
込
み
、
回
転
用
ロ
ッ
ド

と
推
進
ビ
ッ
ト
を
接
続
し
ま

す
。
あ
ら
か
じ
め
プ
レ
ボ
ー
リ

ン
グ
工
程
に
お
い
て
、
杭
径
Ｄ

の
範
囲
で
掘
削
攪
拌
さ
れ
た
地

盤
に
、
1.5
Ｄ
の
ら
せ
ん
翼
を
有

す
る
推
進
ビ
ッ
ト
の
回
転
に
よ

り
杭
が
埋
設
さ
れ
ま
す
。
推
進

ビ
ッ
ト
が
回
転
す
る
こ
と
に
よ

り
、
ら
せ
ん
翼
が
ね
じ
状
の
機

構
で
地
盤
中
に
貫
入
し
、
先
端

部
に
注
入
さ
れ
た
先
端
固
定
液

の
中
に
十
分
に
定
着
さ
れ
ま

す
。

　

Ｂ
Ｓ
Ｓ
工
法（
ｔ
ｙ
ｐ
ｅ
Ⅰ
）

の
施
工
は
、
以
上
の
よ
う
に
設

置
さ
れ
た
杭
本
体
、
推
進
ビ
ッ

ト
と
先
端
固
定
部
が
一
体
化
す

る
こ
と
に
よ
り
先
端
支
持
力
を

発
現
し
ま
す
。
ま
た
、
施
工
中

に
推
進
ビ
ッ
ト
に
よ
り
杭
体
積

分
の
土
砂
が
側
方
に
押
し
の
け

ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
杭
周
面

摩
擦
力
の
発
現
に
寄
与
し
て
い

ま
す
。

■
特　

長

盧
環
境
対
策
工
法

　

プ
レ
ボ
ー
リ
ン
グ
工
程
時
に

お
け
る
排
出
残
土
は
、埋
戻
し
・

埋
設
工
程
時
に
杭
体
積
分
の
土

砂
を
側
方
に
押
し
つ
け
る
た

め
、
排
出
残
土
が
少
な
く
、
ま

た
杭
固
定
液
を
用
い
な
い
た

め
、既
存
工
法
に
比
べ
地
下
水
・

地
盤
を
汚
染
せ
ず
、
排
出
残
土

は
産
業
廃
棄
物
で
は
な
く
、
自

然
土
と
し
て
処
理
で
き
ま
す
。

盪
確
実
な
支
持
力

　

Ｂ
Ｓ
Ｓ
工
法（
ｔ
ｙ
ｐ
ｅ
Ⅰ
）

に
よ
り
設
置
さ
れ
た
杭
は
、
先

端
固
定
部
に
よ
り
確
実
に
杭
先

端
支
持
力
を
発
揮
し
、
施
工
中

に
側
方
に
土
砂
が
圧
密
さ
れ
る

こ
と
に
よ
り
杭
周
面
摩
擦
力
が

増
大
し
て
い
ま
す
。

蘯
様
々
な
地
盤
に
対
応

　

土
質
に
応
じ
て
回
転
数
・
貫

入
速
度
を
変
え
る
こ
と
に
よ

り
、
多
く
の
地
盤
で
施
工
可
能

で
す
。

盻
確
実
な
施
工
管
理

　

プ
レ
ボ
ー
リ
ン
グ
工
程
お
よ

び
埋
設
工
程
に
お
け
る
施
工
管

理
は
、
施
工
管
理
装
置 

Ｓ
ｕ

ｐ
ｅ
ｒ 

Ｖ
ｉ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ
（
ス
ー

パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
）
に
よ
り
容
易

で
正
確
に
行
え
ま
す
。

眈
低
振
動
・
低
騒
音

　

既
存
施
工
機
械
を
用
い
る
た

め
、
低
振
動
・
低
騒
音
で
施
工

が
可
能
で
す
。

■
適
応
範
囲

盧
適
応
地
盤

◇
基
礎
杭
の
先
端
地
盤

：

砂
質

地
盤
（
礫
混
り
砂
質
地
盤
を

含
む
）

◇
基
礎
杭
の
周
辺
地
盤

：

砂
質

地
盤
お
よ
び
粘
土
質
地
盤

盪
最
大
施
工
深
さ

◇
施
工
地
盤
面
-26
ｍ

蘯
適
用
す
る
建
築
物
の
規
模

◇
床
面
積
の
合
計
が
１
０
０
万

裃
以
下
の
建
築
物

盻
基
礎
杭
の
種
類

◇
本
工
法
に
用
い
る
基
礎
杭

は
、
Ｐ
Ｈ
Ｃ
杭
・
Ｐ
Ｒ
Ｃ
杭
・

Ｓ
Ｃ
杭
・
鋼
管
杭
な
ど
の
先

端
開
放
の
ス
ト
レ
ー
ト
杭
と

し
、
外
径
３
０
０
㎜
〜
６
０

０
㎜

■
施
工
事
例

　

本
事
例
は
、
佐
賀
県
内
の
某

マ
ン
シ
ョ
ン
新
築
工
事
で
す
。

施
工
地
盤
は
砂
質
地
盤
と
粘
性

土
質
地
盤
の
互
層
に
な
っ
て
お

り
、
先
端
地
盤
は
砂
質
地
盤
で

す
。
施
工
杭
は
杭
径
φ
６
０
０

で
杭
長
17
ｍ
が
20
本
で
、
19
ｍ

が
60
本
で
あ
り
、
１
日
5
〜
7

本
程
度
の
施
工
で
し
た
。

　

写
真
│

２
に
示
す
よ
う
に
排

土
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
杭
体
周

辺
に
微
量
な
が
ら
発
生
し
た
残

土
は
、
施
工
完
了
後
、
杭
中
空

部
に
埋
戻
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
杭
仕
様
明
細
を
表
│

１
に
、

施
工
記
録
を
図
│

１
に
示
し
ま

す
。

　

Ｂ
Ｓ
Ｓ
工
法（
ｔ
ｙ
ｐ
ｅ
Ⅰ
）

は
、
次
に
紹
介
す
る
専
用
の
施

工
管
理
装
置
Ｓ
ｕ
ｐ
ｅ
ｒ  

Ｖ

ｉ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ
を
用
い
る
こ
と
に

よ
り
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
掘
削

深
度
、
速
度
、
掘
削
抵
抗
、
杭

深
度
な
ど
様
々
な
情
報
を
得
る

こ
と
が
で
き
、
正
確
な
管
理
が

で
き
ま
す
。

施
工
管
理
装
置

Ｓ
ｕ
ｐ
ｅ
ｒ  

Ｖ
ｉ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ

　

Ｓ
ｕ
ｐ
ｅ
ｒ  

Ｖ
ｉ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ

は
、
掘
削
深
度
、
オ
ー
ガ
電
流

値
、
オ
ー
ガ
高
低
速
、
セ
メ
ン

ト
ミ
ル
ク
の
瞬
時
お
よ
び
積
算

流
量
を
検
出
し
表
示
・
記
録
す

る
こ
と
に
よ
り
、
施
工
管
理
記

録
と
支
持
層
の
確
認
を
同
時
に

行
え
る
装
置
で
す
。

　

本
装
置
は
親
機
、
子
機
の
２

種
類
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

親
機
で
設
定
す
れ
ば
、
そ
の
後

の
測
定
は
子
機
の
み
で
行
え
ま

す
。
子
機
は
、
杭
打
機
の
オ
ペ

レ
ー
タ
に
よ
り
操
作
可
能
な
た

め
、狙
低
が
簡
単
に
行
え
ま
す
。

■
特　

長

盧
軽
量
・
コ
ン
パ
ク
ト

　

親
機
・
子
機
は
、
手
軽
に
持

ち
運
び
が
で
き
ま
す
。
子
機
は

運
転
席
に
置
く
こ
と
が
で
き
る

た
め
、
オ
ペ
レ
ー
タ
は
リ
ア
ル

タ
イ
ム
に
施
工
状
況
を
把
握
で

き
ま
す
。

杭　径 杭長・組み合わせ 本　数

600 19m（10C＋ 9A） 60

600 17m（10C＋ 7A） 20

表-1　杭仕様明細

図-1　施工記録表

写真-1　施工機械と推進ビット

写真-2　施工状況
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盪
視
覚
化
が
で
き
る

　

親
機
で
は
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に

数
値
お
よ
び
グ
ラ
フ
化
で
き
、

一
目
で
施
工
状
況
を
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

蘯
取
り
扱
い
が
簡
単

　

深
度
、
電
流
値
、
流
量
な
ど

の
検
出
器
は
、
簡
単
な
工
具
で

取
り
付
け
が
で
き
ま
す
。

盻
デ
ー
タ
の
汎
用
性

　

デ
ー
タ
は
Ａ
Ｔ
Ａ
カ
ー
ド
に

よ
り
パ
ソ
コ
ン
で
編
集
す
る
こ

と
が
可
能
な
た
め
、
現
場
で
す

ぐ
に
グ
ラ
フ
や
数
値
の
プ
リ
ン

ト
ア
ウ
ト
が
で
き
ま
す
。

図-2　施工管理装置概要図-3　計測画面表示

親機による画面表示
　親機では以下の3タイプの画面が表示できます。
①様々な地盤に対応可能
②深度に対する電流値、積分電流値、N値
③ 作業時間に対する深度、速度、電流値、オーガ高低速、
積算流量、瞬時流量より3種類選択可能

子機による表示
①子機は深度、速度、瞬時／積算電流量、電流値
　 データ保存用ATAカードによりパソコンにて印刷できます。

■工事概要

◆工 事 名：公共下水道工事

◆場　　所：東京都内神田

◆工　　期：平成15年9月

◆地　　質：礫質土、軟岩

◆管　　材：鋼製ケーシング　φ3,044×ｔ22㎜

◆立 坑 深：11.5ｍ

◆アート機：ART-300TE型

◆施　　工：㈱ハシックス

JR神田駅付近繁華街状況
JR山手線の駅近くで左手に高架線
路下の店舗が密集している。

覆工板開口時状況
3×1ｍの覆工板を1枚外した状況。

掘削状況
掘削後のケーシング内部状況。

設備は車上搭載
アート機駆動用の油圧ユニットは夜
間開放のためトラック上に設置。

掘削
ケーシング内部のテレスコによる掘
削状況。

アート機設置状況
覆工板を開けた施工場所へアート機
をクレーンで吊り込み、設置。

ケーシング継足し
ケーシングを溶接。

アート機退避状況
アート機が退避している状況。左手
には住宅、右手に高架線路下の店舗。

ケーシング吊り込み
ケーシングをクレーンで吊り込み。

鋼製ケーシング
残置されたH型土留め材の状況。


